
10
連
休
で
ま
ず
挑
戦
し
た
い
の
が

海
外
旅
行
。
九
州
佐
賀
国
際
空

港
で
は
、上
海
、ソ
ウ
ル
、プ
サ
ン
、テ
グ
、

台
北
へ
の
定
期
路
線
が
運
航
さ
れ
て
い

る
。
佐
賀
県
空
港
課
の
松
永
さ
ん
と
川
内

野
さ
ん
に
九
州
佐
賀
国
際
空
港
か
ら
始
ま

る
世
界
へ
の
旅
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。

　
せ
っ
か
く
の
超
大
型
連
休
。
遠
く
ま
で

行
っ
て
み
た
く
な
る
。
そ
こ
で
佐
賀
か
ら

世
界
の
何
都
市
に
行
け
る
の
か
？ 

「
直
接

行
け
る
の
は
上
海
、
ソ
ウ
ル
、
プ
サ
ン
、

テ
グ
、
台
北
の
５
都
市
で
す
が
、
日
本
の

成
田
、
羽
田
を
含
め
た
７
つ
の
都
市
で
は

海
外
路
線
が
た
く
さ
ん
就
航
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
空
港
で
あ

る
韓
国
ソ
ウ
ル
の
仁
川
国
際
空
港
か
ら
は

約
170
都
市
へ
就
航
し
て
い
ま
す
。
成
田
空

港
か
ら
は
約
110
都
市
。
乗
り
換
え
１
回
で

九
州
佐
賀
国
際
空
港
か
ら
世
界
中
へ
飛
び

立
て
ま
す
」
と
川
内
野
さ
ん
は
語
る
。
た

だ
乗
り
換
え
に
は
注
意
も
必
要
。「
空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
広
い
の
で
、
余
裕
を
見
て

移
動
時
間
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
低
で
も
２
時
間
前
、
初
め
て
の
場
所
な

ら
さ
ら
に
30
分
く
ら
い
余
裕
を
み
て
到
着

し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
」。

　
韓
国
へ
は
ソ
ウ
ル
、
プ
サ
ン
、
テ
グ
の

３
都
市
に
定
期
運
航
し
て
い
る
。
韓
国
内

を
ぐ
る
っ
と
巡
る
の
も
一
興
だ
。
松
永
さ

ん
は
「
プ
サ
ン
に
入
っ
て
、
テ
グ
、
そ
し

て
ソ
ウ
ル
へ
向
か
い
、
佐
賀
へ
帰
っ
て
く

る
ル
ー
ト
な
ど
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
韓
国

の
高
速
鉄
道
で
あ
る
Ｋ
Ｔ
Ｘ
を
使
え
ば
プ

サ
ン
か
ら
テ
グ
が
約
50
分
。
テ
グ
か
ら
ソ

ウ
ル
が
約
１
時
間
50
分
で
す
」
と
提
案
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
魅

力
や
特
徴
が
あ
る
。「
テ
グ
は
内
陸
地
に

あ
る
韓
国
第
三
の
都
市
で
す
。
カ
フ
ェ

ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
で
イ
ン
ス
タ
映
え
ス

ポ
ッ
ト
も
多
く
、
韓
方
（
薬
草
）
で
有
名

な
薬
令
市
場
も
人
気
で
す
。
プ
サ
ン
は
海

産
物
が
豊
富
。ソ
ウ
ル
は
グ
ル
メ
、お
し
ゃ

れ
ス
ポ
ッ
ト
の
ほ
か
、
歴
史
的
名
所
が
多

く
観
光
に
う
っ
て
つ
け
で
す
」。

　
家
族
連
れ
に
大
人
気
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
！ 

で
も
、
Ｇ
Ｗ
中
は
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ん
で
大
変
そ
う
…
。
松
永
さ
ん

は
「
上
海
に
も
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
時
期
、
大
型
連
休
な
の
は

日
本
だ
け
。
空
港
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良

く
、
日
本
か
ら
の
観
光
客
に
も
人
気
で

す
。
ま
た
台
湾
は
食
の
宝
庫
。
ど
の
街
で

も
夜
市
が
あ
り
、
庶
民
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

が
楽
し
め
ま
す
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。　

　
九
州
佐
賀
国
際
空
港
か
ら
海
外
へ
の
旅

を
強
力
に
後
押
し
す
る
の
が
「
国
際
線
グ

ル
ー
プ
旅
行
支
援
制
度
」
だ
。
４
人
以
上

で
利
用
す
る
場
合
、
出
発
の
３
営
業
日
前

ま
で
に
申
請
し
、
旅
行
後
に
搭
乗
券
の
半

券
な
ど
を
提
出
す
る
と
、
１
人
あ
た
り
片

道
２
０
０
０
円
、
往
復
４
０
０
０
円
の
助

成
金
が
交
付
さ
れ
る
と
い
う
太
っ
腹
企

画
。
家
族
旅
行
や
グ
ル
ー
プ
旅
行
に
ぴ
っ

た
り
だ
。

　
国
際
線
だ
け
で
な
く
国
内
線
も
見
逃
せ

な
い
。「
東
京
便
は
１
日
５
往
復
し
て
お

り
、
佐
賀
発
１
便
は
、
朝
８
時
過
ぎ
に
は

羽
田
に
着
く
の
で
、
そ
の
日
も
た
っ
ぷ
り

楽
し
め
ま
す
。
そ
し
て
、
お
得
な
価
格
が

魅
力
の
成
田
便
は
、
Ｇ
Ｗ
期
間
中
（
４
月

30
日
除
く
）
は
１
日
２
便
に
増
え
ま
す
。

発
着
す
る
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
都
心
へ

は
バ
ス
が
安
く
て
便
利
。
東
京
駅
へ
約
１

時
間
で
到
着
し
ま
す
」
と
川
内
野
さ
ん
。

成
田
か
ら
は
上
野
や
浅
草
な
ど
下
町
情
緒

が
色
濃
い
地
区
が
近
く
、
最
近
で
は
バ
ッ

ク
パ
ッ
カ
ー
向
け
の
お
し
ゃ
れ
な
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
成
田
空
港

か
ら
、
九
州
人
に
は
縁
遠
い
北
関
東
や
東

北
を
ぐ
る
っ
と
周
る
と
い
う
の
も
面
白
い

か
も
し
れ
な
い
。
せ
っ
か
く
の
超
大
型
連

休
。
普
段
行
け
な
い
よ
う
な
場
所
を
九
州

佐
賀
国
際
空
港
か
ら
攻
め
て
み
よ
う
!!

A 仁
イ ン チ ョ ン

川国際空港での乗り換え1回で
　　　　　世界の約170都市へ飛べます！

県
庁
空
港
課

川
内
野
さ
ん
＆
松
永
さ
ん

info  国際線グループ旅行支援制度 http://www.pref.saga.lg.jp/airport/kiji00367720/index.html

川内野さん松永さん

Q 佐賀空港から仁
イ ン チ ョ ン

川国際空港経由で
　　　世界の何都市に行けるんですか？

　
「
令
和
」
新
時
代
の
幕
開
け
に
や
っ
て
く
る
超
大
型

連
休
を
ど
う
過
ご
す
か
!?　
今
年
は
新
天
皇
の
即
位
日

で
あ
る
５
月
１
日
が
休
日
と
な
り
、「
祝
日
法
」
で
は

前
後
を
祝
日
に
は
さ
ま
れ
た
日
は
「
国
民
の
休
日
」
と

な
る
の
で
、
１
日
と
３
日
の
「
憲
法
記
念
日
」
に
挟
ま

れ
た
２
日
も
休
日
に
。
つ
ま
り
、
４
月
27
日
の
土
曜
日

か
ら
５
月
６
日
（
５
日
の
子
ど
も
の
日
の
振
替
休
日
）

ま
で
10
連
休
と
い
う
人
も
多
い
と
い
う
。
め
っ
た
に
出

合
う
こ
と
の
な
い
長
い
自
由
時
間
を
ど
う
使
う
の
か
？　

モ
テ
モ
テ
さ
が
で
は
海
外
か
ら
室
内
ま
で
、
い
ろ
ん
な

過
ご
し
方
を
そ
の
道
の
専
門
家
に
聞
い
て
き
た
。
新
時

代
へ
向
け
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
!!

佐賀空港から世界へ大好評 !! 手作り体験

自
宅
で
憧
れ
の
B
B
Q
！

とことん読書に挑戦貝灰漆喰でおうち改修

モテモテ的 超大型連休の過ごし方!!特 集



あおぞらBBQ 平山龍柱さん

info  出張あおぞらBBQ　https://www.aozorabbq.com/

親
子
連
れ
に
大
人
気
の
行
楽
地
と

い
え
ば
「
ど
ん
ぐ
り
村
」。
87
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
東
京
ド
ー
ム
27
個
分
!!
）
と

広
大
な
敷
地
に
は
、
動
物
と
ふ
れ
あ
う

ゾ
ー
ン
や
体
験
工
房
が
あ
り
、
ゆ
っ
く
り

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
渋
滞
に

悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
こ
の
時
期
、
近

場
で「
非
日
常
の
日
常
」を
体
験
し
よ
う
。

　
入
場
し
て
す
ぐ
、
広
場
の
ま
わ
り
を
銅

板
貼
り
の
曲
線
屋
根
と
白
い
漆
喰
の
壁
、

木
の
窓
の
建
物
が
囲
ん
で
い
る
。
ま
る
で

ジ
ブ
リ
の
世
界
！ 

ど
ん
ぐ
り
村
は
「
人

間
も
動
物
も
一
緒
に
暮
ら
す
」
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
1
9
8
8
年
に
開
園
。
農
業
先

進
国
フ
ラ
ン
ス
の
田
舎
の
風
景
を
モ
チ
ー

フ
に
作
ら
れ
た
と
い
う
。
約
30
年
の
時
を

刻
む
建
物
の
表
情
が
風
景
に
馴
染
ん
で
い

る
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
続
出
な
の
が
「
手
作
り
体

験
教
室
」
だ
。
ち
ょ
う
ど
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
来
た
と
い
う
家
族
が
生
キ
ャ
ラ
メ

ル
作
り（
8
0
0
円
）に
挑
戦
し
て
い
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
江
頭
優
子
さ
ん
は
「
生
キ
ャ

ラ
メ
ル
作
り
は
新
鮮
な
ミ
ル
ク
と
バ
タ
ー

な
ど
７
種
類
の
素
材
を
使
い
ま
す
。
原
料

を
ゆ
っ
く
り
煮
込
ん
で
、
冷
や
し
て
固
め

て
、
最
後
は
ラ
ッ
ピ
ン
グ
。
だ
い
た
い
24

個
の
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
が
出
来
ま
す
」
と
説

明
。
子
ど
も
た
ち
は
集
中
し
て
作
業
を

行
っ
て
い
た
。
江
頭
さ
ん
か
ら
作
り
た
て

の
生
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
ひ
と
つ
い
た
だ
く
。

丁
寧
に
作
ら
れ
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
口

の
中
で
ほ
ろ
ほ
ろ
と
溶
け
て
い
く
。「
カ
ッ

プ
ル
や
子
ど
も
連
れ
、
お
孫
さ
ん
と
一
緒

に
、
と
い
ろ
ん
な
方
が
楽
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
の
お
客
さ
ま
も
多
い
で

す
。
１
年
に
20
回
く
ら
い
来
園
さ
れ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」。
そ
の
他
、「
み

つ
せ
鶏
」
を
使
っ
た
長
さ
1
メ
ー
ト
ル

の
ウ
イ
ン
ナ
ー
作
り
（
1
2
0
0
円
）、

バ
タ
ー
作
り
（
4
0
0
円
）
も
体
験
で

き
る
。
連
休
中
は
た
く
さ
ん
の
人
出
が
見

込
ま
れ
る
の
で
、
電
話
で
の
事
前
予
約
が

オ
ス
ス
メ
だ
。

　
ど
ん
ぐ
り
村
と
い
え
ば
、
動
物
た
ち
と

の
ふ
れ
あ
い
。
ウ
サ
ギ
や
ヤ
ギ
な
ど
が
約

10
種
類
、
1
0
0
頭
の
動
物
と
優
し
い

時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
番
人

気
は
乗
馬
体
験
（
5
0
0
円
）。
1
周
80

メ
ー
ト
ル
の
馬
場
を
道
産
子
馬
の
背
に

乗
っ
て
ポ
カ
ポ
カ
歩
く
。
３
歳
く
ら
い
か

ら
体
験
可
能
。
ど
ん
ぐ
り
村
を
一
望
で
き

る
高
台
に
は
ヤ
ギ
が
放
牧
さ
れ
て
い
て
、

絶
景
と
と
も
に
「
ハ
イ
ジ
気
分
」
が
楽
し

め
る
。
人
懐
っ
こ
い
ヤ
ギ
の
「
マ
ツ
タ
ケ

君
」が
看
板
ヤ
ギ
？ 

を
務
め
る
小
動
物

館
（
1
0
0
円
）
に
は
う
さ
ぎ
や
ハ
ム

ス
タ
ー
な
ど
か
わ
い
い
動
物
が
た
く
さ
ん

待
っ
て
い
る
。

　
G
W
中
に
は
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
や

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
、
音
楽
な
ど
日
替
わ
り

で
い
ろ
ん
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ

れ
る
。
入
場
料
は
大
人
（
高
校
生
以
上
）

5
0
0
円
、
子
ど
も
（
４
歳

−
中
学
生
）

2
0
0
円
、
３
歳
以
下
は
無
料
。
猛
プ
ッ

シ
ュ
し
た
い
の
が
「
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
」

が
1
0
0
0
円
で
２
年
間
入
場
料
無

料
！ 

年
間
と
言
い
な
が
ら
２
年
間
有
効

と
い
う
の
が
な
ん
と
も
ど
ん
ぐ
り
村
ら
し

く
お
お
ら
か
だ
。

A 生キャラメル、ウインナー、バター作りを用意

ど
ん
ぐ
り
村

江
頭
優
子
さ
ん

info  どんぐり村 HP　http://www.dongurimura.com/

Q 大人気の体験教室について教えてください

1 年で一番過ごしやすい季節。しかも大型連
休となれば、屋外で家族や友人とい一緒に

BBQ！ でも、炭を扱うこともあり、初心者には難
易度が高そう…。そこで年間 300 日以上 BBQ を
するという、あおぞらBBQの平山龍柱さんにその
コツを聞いた。
　平山さんは 10 代から BBQ にはまり、昨年に
はなんと「あおぞら BBQ」という出張サービス
を立ち上げた。機材一式や食材はもちろん、準備、
片付け、ごみ処理まで、すべてを引き受けてくれ
るという。金額は人数によって変わるが 4-9 人で
1 人あたり2,380円。お手軽にお手頃価格で BBQ
を楽しめる。今回は民家の庭先で平山さんに BBQ
を実演してもらいつつ、BBQ のポイントを教えて
もらった。 なお青空 BBQ では調理はサービス対
象外。取材のために特別にお願いした。
　まずは場所の問題。平山さんは「火を使うこと
とゴミの問題があり、どこでも勝手に BBQ をし
ていい訳ではありません。しかし正式な許可が下
りている場所は、佐賀市内には少ないのが現状で
す」と話す。そういう事情に加え、参加者に気兼
ねなくお酒を飲んでもらうために、自宅の庭先や
ガレージを会場にするケースが増えているという。
　続いて一番ハードルが高そうな炭の組み方。

「炭をキャンプファイヤーのように田の字形
に何段か組み上げていきます。炭と炭の間は、
空気が流れるように、隙間を空けて配置しま
す。ぎっしり詰めないことで、わざとコンロ
に温度差のある場所を作っておきます。一番
下の段に置いた着火剤に火を付け、下から上
へ火が移っていくようにします。着火剤の周
辺はハンマーなどで炭を小さく砕いて火付き
をよくしておくのもポイントです」。
　下の段の炭が白くなったら BBQ スタート。「網
の上に食材を並べます。注意しなくてはいけない
のが、脂が落ちて直火が網の上まで立ち上がり、
肉に直接あたること。焦げているのに中は生、と
いう最悪の状態になります。できるだけ、真下に
燃える炭がない場所の上に置くようにしましょう。
下段の炭が燃えているときは、上段の炭が脂よけ
になってくれます」。ちょっと味見させてもらう。
あおぞらBBQ さん自慢の国産肉をオリジナルつけ
タレに絡める。肉の甘味とタレの辛さがなんとも

いえない。うーんビールも飲みたい…。
　BBQ を楽しんだ後、炭の火を消すのも注意が必要
だ。「火が消えたように見える炭でも、中心部分が燃
えている場合があります。一番、オススメなのが『火
消しつぼ』に入れること。容器を密閉することで酸
素を遮断。安全に消すことができます」と平山さん。
　ここまで聞いて、ちょっと難しそうという人は、
とりあえず「あおそらBBQ」に頼んでサポートして

もらうのも一手。「機材貸出から、いろんなオプショ
ンまで幅広いメニューを用意しています。場所を含
め様々な要望にも全力で応えたいと思っています」
と平山さん。連休中は家族みんなで過ごす時間が増
えて、家事の負担が大きくなる。とはいえ毎日外食
するわけにもいかない。自宅で出張 BBQ を頼めば、
機材購入や準備、後片付けも不要。しかもみんなで
お酒を楽しめる。友人グル ープや親戚同士、会社の
行事などにもオススメのサービスだ。

A
場
所
、炭
の
配
置
、焼
き
、消
火
方
法
で
す

Q 

B
B
Q
を
す
る
と
き
に
注
意
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
？

モテモテ的 超大型連休の過ごし方!!特 集



先
日
、
飲
み
会
に
万
端
に
備
え
る

た
め
、
佐
賀
市
中
心
部
の
「
旅

館
あ
け
ぼ
の
」
さ
ん
に
宿
泊
し
た
。
シ
ン

グ
ル
ル
ー
ム
を
予
約
し
た
の
だ
が
、
中
に

入
っ
て
び
っ
く
り
。
良
い
感
じ
に
手
仕
事

の
跡
が
残
る
漆
喰
で
壁
も
天
井
も
仕
上
げ

ら
れ
て
い
た
の
だ
。
翌
日
、
女
将
の
音
成

洋
子
さ
ん
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
同
部
屋
は

建
築
家
の
指
導
の
も
と
、
従
業
員
や
友
人

ら
と
一
緒
に
壁
塗
り
し
て
改
装
し
た
、
と

の
こ
と
。し
か
も
有
明
海
沿
岸
独
特
の「
貝

灰
漆
喰
」
だ
と
い
う
。
超
大
型
連
休
中

に
、
家
族
総
出
で
地
元
素
材
の
壁
塗
り
リ

フ
ォ
ー
ム
と
か
面
白
そ
う
!! 

早
速
、
担

当
し
た
建
築
家
・
高
木
正
三
郎
さ
ん
に
話

を
聞
い
た
。

　
高
木
さ
ん
は
主
に
中
古
賃
貸
物
件
を
対

象
と
し
た
漆
喰
と
無
垢
材
を
使
用
し
た
改

装「
漆
喰
と
木
の
室む

ろ
」シ
リ
ー
ズ
を
展
開
。

こ
れ
ま
で
に
40
件
以
上
を
手
が
け
て
い

る
。
同
シ
リ
ー
ズ
は
2
0
1
7
年
に
G

マ
ー
ク
を
獲
得
。
ま
た
素
人
が
挑
戦
す
る

「
左
官
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
も
こ
れ
ま
で

15
回
ほ
ど
開
催
し
て
い
る
。

　
「
一
般
的
に
漆
喰
は
石
灰
石
か
ら
作
り

ま
す
が
、
貝
灰
漆
喰
は
、
赤
貝
（
サ
ル
ボ

ウ
貝
）の
缶
詰
を
作
る
と
き
に
廃
棄
さ
れ

る
貝
殻
が
原
料
で
す
。
貝
灰
漆
喰
を
常
時

生
産
し
て
い
る
工
場
は
、
有
明
海
沿
岸
に

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
な
漆
喰
と
比

べ
て
、
少
し
グ
レ
ー
が
か
っ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
」
と
高
木
さ
ん
。
確
か
に
真
っ

白
で
は
な
い
の
で
、
目
に
優
し
く
落
ち
着

く
。「
漆
喰
は
調
湿
効
果
が
あ
り
、
湿
気

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
カ
ビ
を
防
ぎ
ま
す
。

ま
た
悪
臭
成
分
を
吸
着
し
分
解
す
る
と
も

い
わ
れ
て
い
ま
す
」。

　
い
よ
い
よ
本
題
。
超
大
型
連
休
中
に
家

族
で
壁
塗
り
で
き
ま
す
か
？　
「
可
能
で

す
。
壁
紙
に
直
接
下
地
を
塗
っ
て
、
そ
の

上
に
漆
喰
を
塗
り
ま
す
。
８
畳
分
の
壁
だ

け
な
ら
３
人
計
２
日
間
く
ら
い
で
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
下
地
が
乾
く
ま
で
１
日

程
度
置
い
た
方
が
良
い
の
で
、
そ
の
間
、

ち
ょ
っ
と
お
出
か
け
し
て
も
良
い
で
す

ね
」。
作
業
す
る
上
で
必
要
な
こ
と
は
？

「
ま
ず
し
っ
か
り
養
生
テ
ー
プ
を
貼
る
こ

と
。
端
っ
こ
を
丁
寧
に
塗
る
と
見
栄
え
が

違
い
ま
す
。
一
番
の
重
労
働
は
漆
喰
と
水

を
こ
ね
る
こ
と
。
人
力
で
は
数
十
分
か
か

る
の
で
、
で
き
れ
ば
左
官
用
ハ
ン
ド
ミ
キ

サ
ー
を
借
り
た
方
が
良
い
で
す
。
下
地
は

鏝
で
塗
り
ま
す
が
、
仕
上
げ
の
貝
灰
漆
喰

は
藁
を
ま
ぜ
れ
ば
手
で
直
接
、
壁
に
押
し

付
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
方
法
で

子
ど
も
た
ち
に
仕
上
げ
て
も
ら
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
漆
喰
は
強
ア
ル
カ
リ
性
な

の
で
か
な
ら
ず
ゴ
ム
手
袋
を
着
用
し
て

く
だ
さ
い
」。
気
に
な
る
の
は
費
用
の
問

題
。「
材
料
代
だ
け
な
ら
１
平
米
あ
た
り

1
3
0
0
円
く
ら
い
で
す
。
壁
紙
は
き

ち
ん
と
貼
ら
な
い
と
見
栄
え
が
悪
か
っ
た

り
、
す
ぐ
に
剥
が
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
漆

喰
だ
と
、
素
人
仕
事
の
粗
さ
が
逆
に
表
現

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
セ
ル
フ
ビ
ル
ド
な

ら
漆
喰
と
い
う
素
材
は
オ
ス
ス
メ
で
す
」。

　
ち
ょ
っ
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
そ
う
で
は
あ

る
が
、
イ
ン
ド
ア
派
向
け
に
オ
ス
ス
メ
し

た
い
超
大
型
連
休
の
過
ご
し
方
だ
。「
旅

館 

あ
け
ぼ
の
」
さ
ん
で
は
、
貝
灰
漆
喰

シ
ン
グ
ル
の
見
学
が
可
能
（
使
用
時
以

外
）
と
の
こ
と
。
大
手
宿
泊
サ
イ
ト
限
定

で
は
「
赤
貝
缶
詰
付
き
プ
ラ
ン
」
も
提
供

中
。
ま
た「
漆
喰
と
木
の
室
」ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
漆
喰
塗
り
に
つ
い
て
の
情
報
も

公
開
し
て
い
る
。
家
族
一
緒
に
お
う
ち
で

最
高
の
思
い
出
を
作
ろ
う
!!

A 8 畳なら 3 人、計 2 日間あれば大丈夫！

建築家 高木正三郎さん

info  漆喰と木の室　https://www.kooobooo.net/sikkuy-ki/

Q 連休中に家族で貝灰漆喰塗れますか？

超
大
型
連
休
の
過
ご
し
方
は
外
出

だ
け
と
は
限
ら
な
い
。
日
ご
ろ
、

な
か
な
か
手
が
出
な
か
っ
た
読
み
ご
た
え

の
あ
る
本
を
一
気
に
読
み
ま
く
っ
た
り
、

行
楽
の
予
習
復
習
を
し
た
り
。
ゆ
っ
く
り

と
過
ご
す
の
も
楽
し
い
。
今
回
は
佐
賀
市

立
図
書
館
の
広
報
担
当
・
大
木
優
子
さ
ん

に
オ
ス
ス
メ
の
本
を
聞
い
た
。

　
「
タ
イ
ム
リ
ー
な
の
が『
比
類
な
き
ジ
ー

ヴ
ス
』
か
ら
始
ま
る
イ
ギ
リ
ス
の
古
典

的
名
作
『
ジ
ー
ヴ
ス
』
シ
リ
ー
ズ
全
14

巻
（P.G.

ウ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
著
）で
す
。
同

シ
リ
ー
ズ
は
、
美
智
子
さ
ま
が
昨
年
、
誕

生
日
に
際
し
た
記
者
会
見
で
、
退
位
後
に

取
り
組
み
た
い
こ
と
は
？ 

と
尋
ね
ら
れ
、

同
書
を
読
む
こ
と
、と
答
え
ら
れ
た
こ
と

で
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
ぐ
う
た
ら
な
ダ

メ
男
の
若
旦
那
バ
ー
テ
ィ
ー
と
、
天
才
執

事
ジ
ー
ヴ
ス
。
世
界
的
に
有
名
な
こ
の
名

コ
ン
ビ
と
、
オ
マ
ヌ
ケ
な
ビ
ン
ゴ
、
お
節

介
屋
の
ア
ガ
サ
伯
母
さ
ん
等
々
の
奇
人
怪

人
変
人
た
ち
が
く
り
広
げ
る
、
笑
い
の
渦

巻
く
人
間
喜
劇
。
英
国
ら
し
い
シ
ニ
カ
ル

な
ユ
ー
モ
ア
で
、エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
も
愛

読
者
で
す
」。

　

海
や
山
、
旅
行
先
で
の
体
験
を
知
識

に
す
る
の
も
本
の
仕
事
だ
。
小
学
校
低
学

年
向
け
な
の
が
「
の
り
も
の
と
は
た
ら
く

人
」シ
リ
ー
ズ（
鎌
田
歩
作
）。「
乗
り
物

の
仕
組
み
や
、
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
の
様

子
が
精
密
な
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
描

か
れ
て
い
ま
す
」。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

出
か
け
る
と
き
に
持
っ
て
い
く
と
親
子
で

楽
し
く
学
べ
る
の
が
「
手
の
ひ
ら
図
鑑
」

シ
リ
ー
ズ
。「
動
物
や
地
球
、
岩
石
・
鉱

物
な
ど
テ
ー
マ
が
そ
れ
ぞ
れ
〝
手
の
ひ
ら

サ
イ
ズ
〟に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
外

出
の
お
と
も
に
ぴ
っ
た
り
。
解
説
も
詳

細
で
大
人
の
好
奇
心
に
も
応
え
て
く
れ

ま
す
」。
高
学
年
以
上
向
け
の
初
め
て
の

「
小
説
」と
し
て
推
薦
し
た
い
の
が
「
サ
ー

テ
ィ
ー
ナ
イ
ン
・
ク
ル
ー
ズ
」
シ
リ
ー
ズ

（
小
浜
杳
訳
。「〝
世
界
に
隠
さ
れ
た
39
の

手
が
か
り
を
見
つ
け
だ
し
、
全
世
界
を
制

覇
せ
よ
〟。
各
巻
の
作
者
が
違
う
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー
形
式
の
体
感
型
謎
解
き
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
物
語
で
す
」。

　
中
・高
校
生
向
け
に
は
「
N
o.
6
」
シ

リ
ー
ズ（
あ
さ
の 

あ
つ
こ
著
）。「〝
No.
6
〟

と
は
、
近
未
来
の
管
理
都
市
の
名
前
。
そ

こ
に
暮
ら
す
特
権
階
級
の
エ
リ
ー
ト
の
少

年
紫
苑
は
、
あ
る
日
ネ
ズ
ミ
と
呼
ば
れ
る

不
思
議
な
少
年
と
出
会
い
ま
す
…
」。
ド

ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
シ
ャ
ー
ル
さ
ん
が
営

む
夜
カ
フ
ェ
が
舞
台
の
「
マ
カ
ン
・
マ
ラ

ン
」
シ
リ
ー
ズ（
古
内
一
絵
著
は
大
人
に

オ
ス
ス
メ
。「
お
い
し
い
料
理
と
優
し
い

言
葉
で
、
人
々
の
心
と
体
を
癒
し
て
い
き

ま
す
。
食
事
の
持
つ
パ
ワ
ー
を
感
じ
、
生

き
る
こ
と
の
基
本
は
食
べ
る
こ
と
な
の
だ

と
改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
ほ
っ
こ
り

優
し
い
気
持
ち
に
な
れ
る
シ
リ
ー
ズ
で

す
。
短
編
集
な
の
で
読
み
易
い
で
す
」。

　
連
休
中
は
「
子
ど
も
の
読
書
週
間
」
と

合
わ
せ
、
佐
賀
市
立
図
書
館
で
多
彩
な
催

し
が
行
わ
れ
る
。
東
与
賀
館
で
は
「
ウ
ェ

ル
カ
ム
『
令
和
時
代
』」
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
中
。「
れ
・
い
・
わ
・
じ
・
だ
・

い
」
の
文
字
か
ら
は
じ
ま
る
本
を
探
し
て

借
り
る
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
、
面

白
い
企
画
だ
。

A 美智子さまと一緒に「ジーヴス」に挑戦

佐賀市立図書館 大木優子さん

info  イベント情報の詳細は同館 HP　https://www.lib.saga.saga.jp/

Q 連休にぴったりの本を教えてください !

▼ その他の推薦図書
「つるばら村」（茂市久美子 作）
「パンダのポンポン」（野中 柊 作）
「金椛国春秋」（篠原悠希 著）
「心霊探偵八雲」（神永学 著）

「ソロモンの偽証」（宮部みゆき 著）
「みをつくし料理帖」（高田郁  著）
「指輪物語」（J・R・R・トールキン 著）

貝灰漆喰で改修したシングル ＝ 旅館あけぼの

一般的な漆喰貝灰漆喰

一般人による改修作業

モテモテ的 超大型連休の過ごし方!!特 集
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